
 質問作りが学習者の思考力を刺激し、内容理解を深める可能性が示唆された
 質問作りそのものに対するメタ認知思考を刺激→課題設定する力を養える
 教師主導ではなく、学習者自身が必要な質問を選ぶ→より自律的な学習を促進
今後の課題
質問作りの話し合いには時間がかかる→LMSを利用して記入するなどの工夫が必要

・教育機関：知識伝達ではなく、共同学習を通した課題設定・解決能力の養成が求められている(ジョンソン・ジョンソン・スミス2001) 。

・読解：自らの認知活動に気づき、読みを制御するメタ認知の重要性→自己質問self-questioningが有効(Palincsar & Brown1984、秋田1988)。

様々なタイプの質問作りが存在する(Wong1985、湯澤2010)。しかし、第二言語に関する研究は不足 (佐藤2005)。

本研究では、中級学習者対象の質問作りを取り入れた3つの実践例とその結果について述べ、有効性を示す。
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実践例２：中級短期留学生向けクラス
活動の目標：日本の就職に関する文章
の読みの理解を助ける。
対象：短期留学生８名（多国籍）
進め方：４名×２グループで①から⑥、
⑦は個別にインタビューを行った。③
の質問は、各自が付箋に書きだした。
効果と課題
１つのグループでは、優先順位を付け
た３つの質問を選ぶことでその後の読
みの活動で何を読み取ればいいのかが
明確にわかり、質問作りにより読みの
理解が促進された。別のグループでは、
教師が指示した質問を選ぶ目的が理解
できず、自分たちの興味がある質問を
選んでしまい、読みの理解促進の助け
とならなかった。→教師の指示を明確
にする必要がある。

実践例３：中級前半の総合クラス
活動の目標：修了後、様々な読み物
を自ら読み進められるよう、授業の
達成度を実感させる。
教材： JLPT N2の読解問題
対象：短期留学生2名(母語仏語)
進め方：①-⑥の手順を盛り込んだ読
解シートを作成・配布。③の質問は、
各自手元のシートに書き出す。⑦は、
クラス全体で。
効果と課題
質問を4つしか作れず→学習者に
よっては難しい課題。1名は、1問も
作れず、苦しそうだった。
1名は少ないながらも質問を作成で
き、振り返りで意義を理解できた。
→質問が読解内容の予測になりうる
との実感。
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まとめ・今後の課題と展望

実践例
実践例１：中級 経済学部1年向けクラス
教材とクラスの目標：企業に関する記事の読解
(高見・筒井2014) →語彙・文法力、要約力、コ
ミュニケーション力を養成
授業の進め方：①から⑤、⑥は段落ごとの内容理
解、要約文作成、質問の焦点に対するグループの
意見まとめ、教科書の内容理解、語彙・文法問題
⑦振り返り：Learning Management System
を用いて⑦の振り返りを自由記述で記入
結果
振り返りを KH Coder(2.00e)でテキストマイ
ニング分析、共起ネットワーク

図１振り返り文の共起ネットワーク

振り返りの自由記述より：質問を作るために、何
回も文章を繰り返し読んで、筆者が最も伝えたい
ことを探します／質問を作る際に、文章の主旨の
把握方やキーポイントを系統的にまとめることが
学べます

質問作りがメタ認知を促進させ、文章の内容
理解を深めた。
しかし、短所：時間がかかるとの指摘も。

ロススタインとサンタナ(2015)による手法
グループワークを通して自ら質問を作り、発散思考、収束思考、メタ認知思考を経験させる。

質問作りの7つのステップ

質問作り（the Question Formula Technique）とは？

①

質問の焦点
の提示

•質問を作るきっ
かけになるもの
を教師が与える

②

ルールの提示

• 4つのルールを提
示し、難しさを考
えさせる

③

質問作り

•ルールに従い、
できるだけ多く
の質問を出す

④

質問の改善

•閉じた質問と開
いた質問の理解
と書き換え

⑤

質問に優先順
位を付ける

•質問を分析、比
較、評価し、3問
を選び出す

⑥

質問を使った
教室活動

•学習目標に合致
した方法で質問
を使用する

⑦

振り返り

•学んだこと、考え
たことを振り返る

4つのルール
・できるだけたくさん出す
・話し合い・評価・解答はしない
・発言通り書き出す
・質問の形にする

読解授業の課題と本研究の目的
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